
R
5

15
.7

ha
16

.8
ha

15
.2

ha
47

.7
ha
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農
業
用
た
め
池
の
低
水
位
管
理
及
び
事
前
放
流
の
取
組

赤
磐

市


大
雨
時
の
流
出
量
を
抑
制
す
る
た
め
、
農
業
用
た
め
池
の
洪
水
吐
き
よ
り
下
に
排
水
樋
門
を
設
置
し
、
大
雨

時
に
常
に
一
定
量
の
排
水
を
す
る
こ
と
で
雨
水
貯
留
能
力
を
高
め
、
下
流
域
の
浸
水
被
害
リ
ス
ク
を
低
減
。

取
組
の
経
緯

取
組
内
容

〇
大
規
模
住
宅
団
地
の
下
に
あ
る
岩
田
大
池
は
、
農
業
用
防
災

重
点
た
め
池
で
あ
る
が
、
大
雨
時
に
は
越
流
堰
を
超
え
、
下
流
の

住
居
地
域
に
た
び
た
び
浸
水
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

○
関
係
地
区
と
の
調
整
に
よ
り
、
既
に
低
水
位
管
理
を
行
っ
て
い

る
が
、
洪
水
吐
き
か
ら
下
に
排
水
樋
門
が
な
い
た
め
、
雨
水
を
貯

留
さ
せ
な
が
ら
一
定
量
の
雨
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

浸
水
状
況
（
Ｈ
３
０
）

取
り
組

み
箇

所

〇
洪
水
吐
き
を
超
え
る
と
下
流
地
域
が
浸
水
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
超

え
な
い
よ
う
に
す
る
取
組
と
し
て
、
大
雨
時
に
一
定
量
の
雨
水
を
排
水
す
る
こ
と
で
、
水
位
上

昇
を
抑
制
し
、
浸
水
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
る
。

○
洪
水
吐
き
か
ら
下
に
２
門
の
排
水
樋
門
を
設
置
し
、
か
ん
が
い
期
に
は
上
段
樋
門
を
開
け

、
大
雨
時
に
は
そ
こ
か
ら
一
定
量
の
雨
水
を
排
水
し
、
水
位
上
昇
を
抑
制
し
、
雨
水
貯
留
能
力

を
高
め
る
。
ま
た
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
の
非
か
ん
が
い
期
に
お
い
て
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
受
益
者
と
協
議
を
行
い
、
下
段
樋
門
を
開
け
事
前
放
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
雨
水

貯
留
能
力
を
高
め
る
。

洪
水
吐
き

事
前
放
流
用
ゲ
ー
ト

（
下
段
）

事
前
放
流
用
ゲ
ー
ト

（
上
段
）

事
前
放
流
用
ゲ
ー
ト
図
面

事
前
放
流
用
ゲ
ー
ト
写
真
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